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■フォトマスターⅡPro  の新機能について 
 

１.新機能一覧(ver2.08) 

Ver2.07→Ver2.08 では、新たに以下の新機能が追加されました。 

 

 

 

・  電子黒板追加機能(工事用黒板の後付け機能)   

・   印刷基本設定に、「部単位で印刷(ソート印刷)」の設定機能を追加 

・  ショートカットキーに、サムネイル画像の「名前の変更(N)」を追加 

 

 

 

 

２.電子黒板機能(工事用黒板)について 

１）概要 
フォトマスターII Pro では、下図のように写真上に「工事用黒板」を「後付け」することが可能で

す。 

建築工事や調査業務などでは、作業内容が書き込まれた黒板とともに、現場の写真を撮影する場面

が多いと思います。黒板を「後付け」しても問題ない場合は、本機能を活用することで、簡単かつ効

率的に「黒板」を写真上に配置することが出来ます。 

また黒板スタイルを一覧表形式に設定することで、調査結果等の一覧表を写真上に貼り付けること

も可能です。なおスタイルはユーザー側にてカスタマイズ可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真に「電子黒板」

を追加した例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
初期設定の黒板スタイル(全８種類、細部はカスタマイズ可能)

２）使用方法 
①「電子黒板の設定」画面の表示 
「写真情報の入力/編集」画面の「電子黒板」アイコンをクリックして「電子黒板の設定」画面を表

示します。 

 

 

 

 

 

 

 

②電子黒板の設定方法 
「電子黒板の設定」画面が表示されますので、必要に応じて黒板スタイルを変更し、各設定欄に必

要情報を記入した上で最後に「黒板の追加/変更」ボタンを押して黒板を写真上に貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、「写真情報の入力/編集」画面
の、この「電子黒板」アイコンをクリック
して設定画面を表示します。

①「黒板スタイル変更」ボタンを押し、
８種類のスタイルの中から、黒板スタ
イルを選択します。

②必要に応じて項目名を変更し、内容
欄に情報を入力します。
工事名等が入ることの多い1行目は、
改行することが可能です(２行可)。

③黒板に自由記入欄があ
る場合は、ここにテキスト
情報を入力します。

④「略図」を書き
込みたい場合は
このボタンを押し
ます。

⑤一通り黒板が完
成したらこのボタン
を押します。このボ
タンを押して初め
て、写真上に黒板
が追加されます。

⑥内容等が追
加済みの黒板
と異なる場合
は、「要更新」
が表示されま
す。忘れず「黒
板追加/変更」
ボタンを押しま
しょう。

※移動ボタンにより、
写真を切り替えなが
ら、連続的に黒板を追
加/編集することが出
来ます。



 

③黒板スタイルを変更する方法 

 
 フォトマスターIIPro では、８種類の黒板スタイルを登録しています。黒板スタイルを変更した

い場合は、下記の黒板スタイル画面を開き、ご希望のスタイル図を選択し「適用」ボタンを押すこと

で変更することが出来ます。 

また、もし８種類の中に希望するスタイルがない場合は、ユーザー側で黒板スタイルを編集してオ

リジナルの黒板を作ることも可能です。黒板スタイルをカスタマイズするには、画面右上の「スタイ

ル編集」ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①赤枠は、現在選択されているスタイ
ルを表します。別のスタイルに変更し
たい場合は、変更したい黒板をマウス
で左クリックして選択して下さい。

②「適用」ボタンを押すと、選択してい
るスタイルが適用されます。

選択中(赤枠)のスタイルの細部設定を
変更したい場合は、のボタンを押してく
ださい。

このボタンを押すと、現在選択中(赤枠)
のスタイルが、次回起動時以降の既
定スタイルとなります。

黒板スタイルを保存し、
別のユーザー側でその
設定ファイルを読み込む
ことで、スタイルが共有
可能です。



 

④黒板スタイル編集(カスタマイズの方法) 
 黒板は、7 つのスタイル部品で組み合わせて作っています。各スタイル部品は全 9 種類あり、プ

ルダウンメニューから選択する仕組みになっていますので各行毎に設定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号

A-1

A-2 項目1

A-3 項目1 内容1 項目2 内容2

B-1

B-2

B-3

C-1 項目1 内容1

C-2 項目1 内容1

C-3 項目1 内容1

デザイン

(略図)

(略図)

内容1

(略図)

(略図)

(略図)

(略図)

内容1

・・・項目なし

・・・項目1のみ設定可能

・・・項目1と2の両方設定可能

・・・項目なし

・・・項目なし

・・・項目なし

・・・項目1のみ設定可能

・・・項目1のみ設定可能

・・・項目1のみ設定可能

スタイル部品 説明記号

①スタイル名は自由に付けて下さい。

②黒板は基本的に7つの行(部品)から構成されています。各
行毎に様々な黒板スタイルの部品を組み合わせることで、
自由に黒板のレイアウトを変更することが出来ます。
但し「自由記入欄」は、欄として閉じる必要があるため、欄上
部と欄下部を必ずペアで使用する必要があります。ご注意
下さい。

③項目欄の幅を
拡げたい場合は
調整値に＋(プラ
ス)の値を設定し
て下さい。逆に
狭くしたい場合
は-(マイナス)の
値を設定して下
さい。

④項目1と項目2
のプルダウンメ
ニューに表示す
る文字列を設定
します。
最大２０語まで
登録可能です。

⑤黒板の形状
を、横長３種
類、縦長１種類
から選択可能
です。



 

⑤略図の追加/編集 
自由記入欄には、オートシェイプを用いて略図の作画も可能です。また他のアプリケーションで作

図した画像を貼り付ける場合は、クリップボードにコピーして下記の「画像貼り付け」ボタンを押し

ます。 

また略図への寸法作図も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①略図は、必ずこの枠内に描画しま
す。この枠の形状は、自由記入欄の
形状に合わせて設定しています。

②クリップボードにコピー
した画像を貼り付けたい
場合はこのボタンを押し
ます。

③文字サイズはこのボ
タンで変更して下さい。

④寸法描画も可能で
す。

３）電子黒板作成例 
次ページは電子黒板の作成例です。 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

３.印刷基本設定に「部単位で印刷(ソート印刷)」の設定機能を追加 

下記の印刷基本設定画面に、「印刷部数」と「部単位で印刷(ソート印刷)」する設定を追

加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷部数を設定します。

品質、カラーモードを切
替えることが出来ます。

アルバムの表紙を印刷
する場合は、「印刷す
る」を選択します。

印刷方法は、「通常印刷」、裏表に両面印刷する「見開き印刷」、袋とじ形式で印刷する「袋とじ印刷」の３
種類から選択可能です。ただし、両面印刷に対応していないプリンターでは「見開き印刷」は選択できませ
ん。また「袋とじ印刷」は、A4ページを並べてA3用紙に印刷することになるため、A3ページのアルバムで
は選択できません。
なお、見開き印刷および袋とじ印刷の場合、基本的にプリンター側の設定は特に必要ありません。(但しす
べてのプリンターでその機能を補償するものではありません)

プリンターがA3印刷に対応しているか、また両面印刷に対応しているかを表示します。対応して
いれば「○」、未対応の場合は「×」が表示されます。

アルバムの表紙設定お
よび確認(表紙プレ
ビュー)が出来ます。

プリンターの機種を変更
します。

プリンター情報とは無関係に、3種類の印刷方法を強制的にすべて選択できるようにします。プリ
ンター情報が正常に取得できない場合等に使用します。

通常、プリンターの用紙設定や印刷方法(見開き印刷設定など)は、当ソフトにて自動設定されま
す。しかし、何らかの原因で自動設定が正常に機能しない場合には、このチェックを入れ、印刷設
定を手動で行って下さい。

印刷するページを設定し
ます。
(飛び飛び印刷をおこな
いたい場合は、「すべ
て」印刷を選択し、印刷
プレビューの「印刷の設
定」にて印刷ページを設
定して下さい)

部単位で印刷(ソート印
刷)したい場合は、ここに
チェックを入れます。
チェックを入れると、
「123」、「123」、「123」
のように1 部ずつまとめ
て印刷します。

４.ショートカットキーの設定に、サムネイル画像の「名前の変更」を追加 

サムネイル画像の「名前の変更(N)」を、ショートカットキー[Shift] + [F2]として登録し

ました。 
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Ver2.07 の新機能 
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■フォトマスターⅡPro  の新機能について(その 1) 
 

４.新機能一覧(ver2.07) 

Ver2.06→Ver2.07 では、新たに以下の新機能が追加されました。 

 

 

・  ショートカットキーの設定機能  

・   アルバム追加済み写真チェック機能 

・  アルバム写真の並び替え機能 

・   PDF 仮想プリンターへの完全対応(PDFCreator、CubePDF、CutePDF Writer 等) 

  

 
 

 

５.ショートカットキーの設定機能 

５-１.ショートカットキーとは 

ショートカットキー(ホットキー)とは、画面上のメニューからマウス操作で実行する命令

などを、簡単なキー操作で実行する機能です。 

ショートカットキーを使用すると、打鍵数を減らしたり、マウスを使わずにコマンドを実行/

操作できるため、熟練者が使うと作業効率を高める効果があります。具体的な操作としては、

Alt キーや Ctrl キーを押しながら他のキーを押すことでコマンドが実行されます。 

 

 

 

 

現在のショートカット
キーの設定をすべて
削除して初期設定の
状態に戻します。

ショートカットキーの登
録一覧表を印刷しま
す。用紙はA4縦となり
ます。

②メニューに応じたコマンドが表示されますので、ショート
カットキーを設定したいコマンドを左クリックで選択して下
さい。

各コマンドに割り当てられている
ショートカットキーはこの列に表示
されます。最初は既定設定値が表
示されていますが、ユーザー側で
自由に変更可能です。

①まずメインメニュー
を選択します。

選択コマンドのショート
カットキーの登録を解
除します。

選択したコマンドのショートカットキー
を設定し、最後に「登録」ボタンを押す
ことで登録が完了します。

「OK」ボタンを押すと、
すべての設定が保存
され、次回以降も反映
されます。

ショートカットキーの設定を保
存しておくと、他のユーザーと
の設定情報の共有が可能とな
ります。



 

 

５-２.ショートカットキーの設定手順 

①ショートカットキーを割り当てたいコマンドを、設定画面内のコマンドリストから選択

します。 

②「ショートカットキーの割り当て」欄より、割り当てたいキーを選択します。但し、割

り当てられるキーは、下図の「英字キー」「数字キー」「F キー」「矢印キー」のみと

なります。 

③キーを設定後、「登録」ボタンを押します。このとき、キーが既に別のコマンドに割り

当て済みの場合は警告メッセージが表示されれますので、表示に従って処理して下さい。 

④最後に「ショートカットキーの設定」画面の「OK」ボタンを押します。この操作により

キーの設定が最終的に登録され、次回以降も設定が反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.アルバム追加済み写真チェック機能 

アルバムに写真を追加すると、追加した写真のサムネイル画像上に「チェックマーク」が

表示されると同時に、ファイル名の背景色がグレーに変わります。 

この機能により、アルバムへの二重追加などを防止でき、アルバムの作成作業が効率化し

ます。 

アルバムに追加済みの写真には、こ
のようにチェックマークが表示され

背景色がグレーに
、

かつファイル名の
変わります。
この機能により、アルバム作成作業の
効率化が図れます。



またツールバーの「アルバム写真追加済みチェック」ボタンを押すと、下図のようにアルバ

ムに追加した写真と未追加の写真の枚数を表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７.アルバム写真の並び替え機能 

アルバム写真の並び替え機能を追加しました。 

これまではサムネイル写真の並び替えは出来ましたが、アルバム写真の並び替えまでは出

来ませんでした。 

しかし多くのユーザー様から、アルバム写真の並び替え機能の追加要望が寄せられたため、

下記のように、タイトル名、ファイル名、撮影日時等で並び替えられる機能を追加いたしま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８.PDF仮想プリンターに完全対応 

Adbe 製品以外の PDF 仮想プリンターでは、ごく稀に印刷されない箇所が存在するなどの不

具合が報告されていたため、プログラムを修正いたしました。PDFCreator、CubePDF、CutePDF 

Writer 等の仮想プリンターに完全対応いたしました。 

 

 



 

■フォトマスターⅡPro  の新機能について(その 2) 
 

９.新機能一覧(ver2.06) 

Ver2.05→Ver2.06 では、新たに以下の新機能が追加されました。 

 

 

・  災害写真作成支援機能 

 (寸法描画、引出し線描画、傾斜文字描画、赤白帯描画、測量ポール描画) 

・ 「写真情報の入力/編集」画面でのアルバム写真のサイズ変更機能 

・  アルバムデータの「追加」機能と「プレビュー」機能 

・  アルバム写真の抜き出し保存機能 

  

 
 

１０.災害写真作成支援機能 

１０-１.概要 

「災害写真作成支援機能」は、H26 年より簡素化された災害査定用写真の仕様に対応した

もので、CAD のように写真上に寸法を描画したり、距離スケール(赤白帯)を簡単に作図する

ことができます。 

なお本機能は災害査定写真の作成を主な目的としておりますが、出来高寸法を表示する際

など、工事写真や建築現場写真作成時にも大変便利な機能となっています。 

 

 

 

 

赤枠内のコマンドが、「災害写真作成
支援」機能の全コマンドとなります。



ｱｲｺﾝ

水平補助線描画コマンド。寸法線を描画する
考線を描画するコマンド。補助線は印刷/出力さ

垂直補助線描画コマンド。寸法線を描画する
考線を描画するコマンド。補助線は印刷/出力さ

災害査定写真作成支援コマンド

補助線の表示/非表示コマンド。

補助線消去コマンド。補助線をすべて消去し

補助線設定コマンド。補助線の線種、色、太さ
設定します。

機能

寸法描画コマンド。水平、垂直、斜め寸法を

引き出し線描画コマンド。文字列を引き出し線
描画。

文字列描画コマンド(傾斜文字対応)。テキス
スは水平/垂直のみですが、本コマンドはテ

測量ポール描画コマンド。2m(3m)のポールを
写真上に描画するコマンド。

赤白帯(距離スケール)描画コマンド。距離スケ
となる赤白帯を写真上に描画するコマンド。

赤白帯幅変更コマンド。赤白帯の幅を変更す
ンドです。

際の参
れま

際の参
れま

ます。

等を

描画。

と共に

トボック
キストの

簡単に

ール

るコマ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０-２.寸法描画機能について 

「災害写真作成支援機能」には、下記の３種類の寸法描画機能があります。なお通常は距離

寸法を描画しますが、描画設定を変更することで寸法部に任意の「文字列」を表示すること

も可能です。 

 

 

 

   ①水平寸法・・・寸法補助線が水平となるような寸法。水平方向の寸法描画に 
用いられます。 

 

 

 

 

 

   ②垂直寸法・・・寸法補助線が垂直となるような寸法。縦方向の寸法描画に 
用いられます。 

 

 

 

 

 

 

   ③距離寸法・・・寸法補助線が斜めとなるような寸法。描画角度は、マウス 
の最初の２点指示の角度で描画されます。 

 

 

 

 

 

 

 

寸法描画コマンド



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 寸法作図例 

 

 

 

 

 

 

 

寸法作図例(水平寸法)

寸法作図例(垂直寸法)

寸法作図例(斜め寸法)



 

■寸法描画方法 

⑥寸法描画の描画点をマ
ウスで指示する。(右クリッ
クで指示終了)

⑦寸法線(1段目)を描画す
る高さをマウスで指示。

①まず寸法の種類を、３種類
から選択します。

②次に、寸法の段数を選択します。合計
寸法が必要な場合は２段、不要の場合は
１段寸法とします。

③寸法線の書式を設定し
ます。設定項目は、色、線
種、太さ、端点の種別、大
きさ等です。

④寸法(距離)値の
書式を設定します。
設定項目は、色、
フォント、サイズ等
です。

⑤設定完了後、「次へ」ボタンを
押し、寸法描画点をマウスで指
示して下さい。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                寸法作図例 

 

１０-３.引き出し線描画機能について 

引き出し線を CAD のように写真上に描画します。表示文字列を入力後、文字と引き出し線

の書式を設定し、Ok ボタンを押します。続いて引き出し線の先端と途中位置の計３カ所をマ

ウスで指示すると、その位置に引き出し線が描画されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①まず表示する文字列を
入力します。

②文字列の書式を設定し
ます。

③引き出し線
の書式を設定
します。

④最後にOKボタンを押し、
説明図に従って、引き出し
線の描画ポイント３点をマウ
スで指示します。



 

１０-４.文字入力(傾斜文字対応)について 

写真上に文字列を描画します。文字列表示はオートシェイプのテキストボックス等でも描

画可能ですが、本コマンドは傾斜文字に対応している点が異なります。 

なおアルバムを Excel 保存する場合、傾斜文字が正しく変換されるのは Excel2010 以降の

バージョンとなります。古いバージョンでは文字の傾斜が正しく変換されませんのでご注意

ください。 

 

 

 

 

 

①まず表示する文字列を
入力します。

③文字列の書式を設定します。

④最後にOKボタンを押し、
文字列の表示位置をマウ
スを指定して下さい。

②表示角度を指定します。判
らない場合は「写真参照」ボタ
ンを押し、写真上の２点をク
リックして角度を設定します。

⑤最後に、文字列の表示
位置をマウス指定して下さ
い。

⑥このように、斜め文字が表示さ
れます。編集する場合はこの文
字をダブルクリックして下さい。



 

１０-５.測量ポール作図機能について 

工事や測量に使用する赤白ポールを写真上に簡単に描画することが出来ます。長さは2m/3m

のいずれかを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①まず描画する測量ポー
ルの長さを選択します。

②「次に」ボタンを
押し、描画位置をマ
ウスで指定します。

③測量ポールの描画開始
点をマウスでクリックしま
す。

④測量ポールの描画終了
点をマウスでクリックしま
す。

⑤このように測量ポール
(2m)が描画されました。設
定を変更する場合はダブル
クリックして下さい。



 

１０-６.赤白帯(距離スケール)の描画機能について 

災害査定用写真の全景写真に赤白の距離スケールを描画することが出来ます。 

災害写真の距離スケールは元々、災害現場で赤白の幅広巻尺を用いて距離を明示していま

した。しかし作業の簡素化と危険防止の観点から、今後は実測図が別途ある場合は、現地で

赤白の幅広巻尺を用いなくても、撮影後に写真上に距離スケールを描画する方法で全景写真

を作成することができます。 

下図は「災害査定添付写真の撮り方(平成 26 年改訂版)」<(社)全日本建設技術協会発行>

に掲載されている全景写真に描画されている赤白帯です。本ツールはこの距離スケールを簡

単に描画する機能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■赤白帯(距離スケール)の作図手順 

 
 

 

■単線・・・下図のように、1測線のみ(単線)の距離ス
ケールを描画する場合

■連続線・・・下図のように、3つ以上の測点間に距離ス
ケールを連続して描画する場合(連続線)

①まず赤白帯の種類を、「単
線」と「連続線」から選択しま
す。

②「次へ」ボタンを押した後、「単線」の場合
は描画する始点と終点を、「連続線」の場合
は描画の始点、中間点、終点をマウスで指
示します。「右クリック」にて指示終了。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④描画点のマウス指示が
誌終了すると、この作図設
定画面が表示されます。

⑤赤白帯の実距離(測点間
距離)をここに入力します。

⑥始点を赤白帯の途中から描
画したい場合は、ここに描画し
ない距離を入力してください。
(通常はゼロ)

⑦必要に応じて描画
設定を変更して下さ
い。変更値は次回に
反映されます。

⑧OKで作図
を開始。

■単線の場合 ■連続線の場合
④描画点のマウス指示が誌終了する
と、この作図設定画面が表示されま
す。

⑤赤白帯の実距離(測点間距離)をこ
こに入力します。

⑥始点を赤白帯の途
中から描画したい場
合は、ここに描画しな
い距離を入力してく
ださい。(通常はゼロ)

⑦必要に応じて描
画設定を変更して
下さい。変更値は次
回に反映されます。

⑧OKで作図
を開始。

③赤白帯の描画点をマウ
スで指示する。(右クリック
で指示終了)

⑨描画完了。

⑩必要に応じて赤白スパンを寸法
描画機能により別途作図する。



 

１１.「写真情報の入力/編集」画面でのアルバム写真のサイズ変更機能 

フォトマスターII  Pro ver2.06 より、アルバム欄の写真サイズを変更できる機能を追加しま

した。この機能により、写真欄より写真サイズを小さくすることが可能になるため、写真欄の中

に写真を複数配置したり、寸法を写真外に描画することなどが可能になります。 

 

 

サイズ変更後 

写真のサイズ変更コマンド。左が「縮
小」、右が「拡大」コマンド。
１回クリックする毎に、5%ずつ画像サイ
ズが変化します。

写真を写真欄より小さくすることで、
このように寸法表示等を描画した場
合に見やすくなります。



 

また、下図のように写真を縮小することで、空白部に別の画像を貼りつけることも可能と

なります。なお縮小した画像は、写真枠内での上下左右の表示位置を変更可能です。下図は

画像を「左寄せ」かつ「下付き」表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１２.アルバムデータの「追加」機能と「プレビュー」機能 

１２-１.アルバムデータの「追加」機能 

 

フォトマスターII pro では、下図の方法で、現在のアルバムに別のアルバムを追加するこ

とが出来ます。追加位置は、現在のアルバムデータの前方/後方の選択が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順②
「追加」ボタンを押すと、現在
のアルバムの後方に選択
データが追加されます。

手順①
リストから、現在のアルバ
ムに追加したいアルバム
データを選択します。

１２-２.アルバムデータの「プレビュー」機能

フォトマスターII pro では、下図の方法で、アルバムデータを開くことなく、別のアルバ

ムデータをプレビュー確認することが出来ます。 

開きたいアルバムデータを探したり、内容確認など場合に便利です。 

 

 

手順②
「プレビュー」ボタンを押すと、選択
されているアルバムデータがプレ
ビュー表示されます。

手順①
リストから、プレビューした
いアルバムデータを選択し
ます。



 

１３.アルバム写真の抜き出し保存機能 

メインメニューの「ファイル」-「アルバム写真の抜き出し保存」コマンドにより、アルバ

ム内の写真画像のみを指定フォルダに保存することが出来ます。なお写真上にオートシェイ

プなどが描画されている場合は、写真とオートシェイプを合成して保存します。 

保存時のファイル名は、「連番」&元ファイル名となります。 

例えば、元ファイル名が P110251.jpg で連番が 1番目の場合、「0001P110251.jpg」となり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルバム写真のみを抜き
出して保存するコマンド。

①まず「参照」ボタンを押し、

写真の保存先フォルダを設定

します。

②保存対象、形式を設定しま
す。

③保存サイズは2種類から選

択。「原寸大」の方が画質は

良好です・

④保存容量を小さくしたい場

合は、保存画質を少し落とす

と容量を小さくできます。

高画質で保存したい場合はサ

ブサンプリング比を「4:4:4」に

設定して下さい。

「Help」ボタンを押すと、「サブ

サンプリング比」の説明画面
が表示されます。
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